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 Q.
生徒の「伝えたい」は 

どの段階で躓いてしまいますか？

そもそも 
言いたいことがない

言いたいことは 
なんとなくあるけど 

ぼんやり
言いたいけど 
英文が作れない

１文で 
止まっちゃう

複数の文を作るけど 
まとまりがない

言えるけど 
書けない

はじめに
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何を 
伝えるか

どう 
伝えるか

伝えたい 
気持ち

はじめに

思考・判断・表現 思考・判断・表現主体的に 
学習に取り組む 
態度

知識・技能
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思考・
判断・表現

知識・技
能 主体的に 学習に取り組む態度

・一番えらい 

・目的に合わせてスキルが 
  使えるかどうかを評価 

・「知識・技能」「主体的」 
　がＡでも、これがＡになる 
　とは限らない

・性格とは違う 
 （挙手回数・提出物じゃない） 

・目的に合わせて 
　スキルを使おう 
　としているかを 
　評価　 

・長いスパンで 
 評価（単元・学期）

・構造わかってる 
  かを評価(知識) 

・習った文法使って 
　言える・書ける 
　かを評価(技能) 

・文脈与えて何使 
 うか推測させよ

ペーパーテスト 
実技・面接テスト

活動中の観察 
実技テスト中の観察

授業中のタスク達成度合い 
単元末の実技テスト

現行の学習指導要領から 
登場した評価に関する 

３つの観点 

ぼくたちが支えます！

今回の主役は私！
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〔思考・判断・表現〕とは「適切さ」である（※個人の感想です）

思考・判断・表現
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（正確な発話） 
・ 正しい強勢，イントネーション，区切りなどを用いて話すことができる。 
・語句や表現，文法事項などの知識を活用して正しく話すことができる。 
　 
（適切な発話） 
・場面や状況にふさわしい表現を用いて話すことができる。（A) 
・尋ねられたことに対して適切に応答することができる。（B) 
・適切な声量や明瞭さで話すことができる。(C) 
・聞き手を意識して，強調したり繰り返したりして話すことができる。(D) 
・与えられたテーマについて，自分の意見や主張をまとまりよく話すことができる。(E)

『評価規準の作成のための参考資料（中学校）』  (国立教育政策研究所, 2010) 

旧学習指導要領における 

「正確さ」と「適切さ」

思考・判断・表現
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最低限の適切さ（質問にちゃんと答えている）

＋αの適切さ（場面に合った言い方を選んでいる） 

最低限の正確さ（SVOの語順くらいは合っている）

＋αの正確さ（文法に間違いがない）

旧学習指導要領における 

「正確さ」と「適切さ」

思考・判断・表現
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最低限の適切さ（質問にちゃんと答えている）

＋αの適切さ（場面に合った言い方を選んでいる） 

最低限の正確さ（SVOの語順くらいは合っている）

＋αの正確さ（文法に間違いがない）

旧学習指導要領における 

「正確さ」と「適切さ」

具体的には・・・？

何を言うか

どう言うか

高等学校の場合 
「論理性に注意して」

思考・判断・表現
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〔思考・判断・表現〕✕「何を教えるか」
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何を 
伝えるか

どう 
伝えるか

伝えたい 
気持ち

はじめに

思考・判断・表現 思考・判断・表現主体的に 
学習に取り組む 
態度

知識・技能
正確さ

適切さ
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「伝えたい」気持ちをどう引き出すか
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Task-based Language Teaching(TBLT）の４原則

①相手 ②目的 ③難易度 ④余白

"I live in Koshigaya." 
言わない問題

それならそうと 
先に言ってよ問題

授業デザインのポイント

①意味のやり取り ②ギャップ有 ③リソース無限 ④成果で評価

 Ellis and Shintani (2014)

タスクを魅力的にする＋α

18



　　  

よくある活動 
「教科書のRetelling」 

↓ 

新しい活動 
「この話を小学６年生向けに 

　　１分で紹介する動画にする」

・いつもALTじゃなくていい 
　→むしろいつもALTでいいの？ 
　（熟達度の高い人のほうが求め 
　　られることが多いのに） 

・「真正性」の6つの分類 
　(Will and Pinner, 2022) 
(1) テクストのauthenticity 
(2) テクストの受容のauthenticity 
(3) 実世界との対応のauthenticity 
(4) 教室のauthenticity 
(5) 個人の振る舞いにおけるauthenticity 
(6) 文化的authenticity 

よくある活動 
「旅行パンフレットづくり」 

↓ 

新しい活動 
「奥住先生から旅行プランの 
　　契約を勝ち取ろう」

授業デザインのポイント ①伝えるべき相手がいること
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よくある活動 
「週末の日記を書く」 

↓ 

新しい活動 
「ツイてなかった日の　 
日記を回し読みして 

　一番ツイてない人選手権」

・「選ばれたい」から努力する 
　・「これで通じますか？」 
　・「注釈必要ですかね？」 

・「選ばれたい」から工夫する 
　・何を話そうか 
　・どの語彙を使おうか 
　・どの順番で話そうか 

・頑張る方向性を先に伝える

授業デザインのポイント ②目的によって変わる
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授業デザインのポイント ③難易度がちょうどいいとやる気になる

・学習指導要領の目標は極端 
　・「ウ」は全部マシマシ

ア
イ

ウ

・おもわずやりたくなる 
　ほどほどの難しさが必要 
　・人によって得手不得手がある 
　→いろんなタイプの難しさを 
　（情報量・即興・音声/文字） 

・「社会的な話題」の解釈 
　・We/Theyなら「社会的」？

21



    「将来の夢を語る」に「聞き手」を設定したら 
　　どんな活動にアレンジできますか？

よくある活動 

　↓ 

新しい活動 

授業デザインのポイント 演習
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授業デザインのポイント ④余白があれば遊び始める

・生徒が英語を使うプラット 
　フォームを構築する 
　・「練習」ではなく「疑似」でも 
　　なく「コミュニケーション」を 

・生徒の逸脱を許容できるか 
　・「活動」に余白があるか？ 
　・「教師」に余裕があるか？
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レスで広がる文字コミュニケーション

「書くこと」の「やり取り」の実践例
実践紹介（COSMOS）
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自由に書く

勝手にスキット大会

実践紹介（COSMOS）
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伝説の「51番くん事件」

「伝え合う」活動実践紹介（COSMOS）
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第二さみどり幼稚園（敦賀市）の遊具参考
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どんな英語を引き出したいか？
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暗誦につなげるために、20語程度マスキングした 
ワークシートを作成します。どの語を消しますか？

生徒が身につける英語 演習
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生徒が身につける英語 演習
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伝えたいこと

内容語

機能語

人称代名詞 
助動詞 
前置詞 
冠詞 
接続詞 
関係代名詞 
be動詞

名詞 
一般動詞 
形容詞 
副詞 

指示代名詞 
所有代名詞 
疑問詞 

再帰代名詞

生徒が身につける英語 演習
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創造言語

プレハブ言語

生徒が身につける英語 演習
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　　意味順ノート（日本ノート）
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だれが する（です） だれ・なに どこ いつ

1. SV She laughed.

2. SVC She became a doctor.

3. SVO She opened the door.

4. SVOO She sent me a letter.

5. SVOC She calls me Aki.

6. SVA She lives in Tokyo.

7. SVOA She put her bag on the desk.
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より正確に伝える 
ために必要な 
詳細な文法知識

詳細な道筋

コミュニケーション
の成立に必要な 

最低限度の文法知識
意味順

全体を俯瞰

最初に必要な地図はどっち？
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45
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Cv

Cv
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Tom                 is               very tall                                             .

Tom            speaks                                                                       .

Tom's father          has            three cars                                        .
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せっかくなので、 
「意味順」を使って 
話してみよう！

（ただし日本語で）
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Ａ 

現在進行形 
助動詞 
過去形 
受動態 

現在完了形

Ｂ 

不定詞 
動名詞 
現在分詞 
過去分詞 
関係代名詞
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Ａ 

現在進行形 
助動詞 
過去形 
受動態 

現在完了形

Ｂ 

不定詞 
動名詞 
現在分詞 
過去分詞 
関係代名詞幹

枝

意味順

名詞のカタマリ
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名詞句のバリエーション

an interesting book 

the book on the desk 

the book which he gave me 

a book to read tonight 
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英語で言えますか？
①「ここからの景色」
②「あなたの家族の写真」
③「柔道部の部員」
④「お弁当に関する本」
⑤「大谷選手の大ファン」

the view from here 

a picture of your family 

a member of Judo club 

a book about bento 

a big fan of Otani
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名詞の 
カタマリ

意味順
幹

枝
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